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山梨県

長野県

埼玉県

東京都

茨城県

群馬県

千葉県

一般国道２０号

竜王拡幅 ④
りゅうおうかくふく

神奈川県

：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、3年間が経過している事業
④再評価実施後、3年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価
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１．位置図１．位置図



位置図

２．事業の目的と計画の概要２．事業の目的と計画の概要

・ 周辺の円滑な交通の確保
・ 周辺の交通安全性向上
・ 周辺地域とのネットワーク強化

（１）目 的

自）山梨県甲斐市竜王

至）山梨県韮崎市栄一丁目

L=6.7km
W=25.0m
第3種第1級
60km/h
4車線
平成8年度
210億円
28,700 ～ 38,400台／日

（２）計画の概要
やまなしけんかいしりゅうおう

現 況 拡 幅

標準横断図

区 間 ：

計画延長 ：
幅 員 ：
構造規格 ：
設計速度 ：
車線数 ：
事業化
事業費
計画交通量

やまなしけんにらさきしさかえいっちょうめ
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Ｈ17交通センサス
平日24h交通量〔台/日〕

（平日混雑度）

28,448
（1.90）

29,294
（2.10）

３．事業進捗の状況３．事業進捗の状況
事業の経緯
平成 ５年度：都市計画決定
平成 ８年度：事業化
平成１１年度：用地買収着手・工事着手
平成１７年度：部分供用 [甲斐市下今井～甲斐市宇津谷 ：L=1.5km]
平成２０年度：部分供用 [甲斐市竜王～甲斐市竜王 ：L=1.7km]

[甲斐市下今井～韮崎市栄２丁目 ：L=1.0km]
平成２２年度：部分供用予定 [韮崎市栄２丁目～韮崎市栄１丁目：L=0.8km]

供用状況

写真①

撮影：H22.3

写真②：拡幅前

撮影：H17.8

写真②：拡幅後

撮影：H22.5

3
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29,294
（2.10）

Ｈ17交通センサス
平日24h交通量〔台/日〕

（平日混雑度）

28,448
（1.90）
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３．事業進捗の状況３．事業進捗の状況
・竜王拡幅周辺には工業団地や商業地、学校、住宅地などが点在
・拡幅区間内で国道52号甲西道路が接続、北部には双葉SAスマートICが立地
・竜王拡幅はH8年度に事業化、H17年度、H20年度に部分供用を実施
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資料：H16年度旅行速度調査
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竜王拡幅 L=6.7km

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
（１）交通渋滞の状況

・全線未供用時の竜王拡幅区間の損失時間は全国平均の約3.9倍
（竜王拡幅区間：78.9千人時間/年・km、全国平均20.3千人時間/年・km）

・拡幅により混雑が緩和し、全区間を通してスムーズな通行が実現可能

全 国 平 均：20.3千人時間/年・km (H18)
竜王拡幅区間：78.9千人時間/年・km (H16)

全線未供用時の損失時間(H16)

写真①：甲斐市下今井付近

至甲府市

至韮崎市 撮影：H22.4

写真②：赤坂台総合公園入口
交差点付近

至甲府市

至韮崎市 撮影：H22.4
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渋滞の程度

少ない

激しい

グラフが高いほど、渋滞が激しい箇所を表す。

～ 50千人時間/年・km
50 ～ 100千人時間/年・km

100 ～ 150千人時間/年・km
150 ～ 千人時間/年・km

【損失時間】渋滞の程度

少ない

激しい

グラフが高いほど、渋滞が激しい箇所を表す。

～ 50千人時間/年・km
50 ～ 100千人時間/年・km

100 ～ 150千人時間/年・km
150 ～ 千人時間/年・km

【損失時間】 写真①→

写真②→
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合
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園
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その他
9.3%

正面衝突
3.2%

左折時
4.7%

右折時
6.1% 出合頭

8.2%
追突
68.5%

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

・ 全線未供用時の竜王拡幅区間の死傷事故率は、61.7件/億台・kmと、全国平均
(102.6件/億台・km)より低いが、局所的に高い区間が存在

・ 事業区間の事故の内訳は、渋滞が一つの要因である追突事故が約7割を占める
・ 竜王拡幅の整備により渋滞が緩和し、事故の減少が見込まれる

（２）交通事故の状況

資料：H13～H16交通事故統合DB

竜王拡幅区間（L=6.7km、全線未供用時）

の事故の内訳

追突事故が
約7割
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全線未供用時の事故率(H13～H16)
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事故の内訳(H13～H16)

資料：H13～H16交通事故統合DB

事故の発生

少ない

多い

グラフが高いほど、事故が多い箇所を表す。

～ 50件/億台・km
50 ～ 100件/億台・km

100 ～ 150件/億台・km年
150 ～ 件/億台・km年

【事故率】事故の発生

少ない

多い

グラフが高いほど、事故が多い箇所を表す。

～ 50件/億台・km
50 ～ 100件/億台・km

100 ～ 150件/億台・km年
150 ～ 件/億台・km年

【事故率】

全 国 平 均：102.6件/億台・km (H20)
竜王拡幅区間： 61.7件/億台・km (H13-H16平均)

死傷事故率最大値
401.3件/億台キロ



交通量（休日）
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平成7年を100%としたときの人口増減率

111%

105%

100%

101%

97%98%

100%

108%

102%

90%

95%

100%

105%

110%

115%

H7 H12 H17

山梨県 甲府市 甲斐市 韮崎市

竜王拡幅 L=6.7km

未供用区間

約40%増加

約10%増加

ラザウォーク甲斐双葉付近

赤坂台総合公園入口交差点付近

位置図 休日交通量の変化(12時間)

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
（３）沿道人口の増加および商業施設の立地による交通量の増加

・ 竜王拡幅周辺地域では、甲斐市・韮崎市の都市化に伴い定住人口が増加
・ H21年4月に大型商業施設であるラザウォーク甲斐双葉が竜王拡幅区間沿いに開業
・ ラザウォーク甲斐双葉開業後、竜王拡幅周辺の休日交通量が10％～40％増加

1店舗大型スーパー

104店舗計

26店舗飲食店

22店舗サービス(クリーニング等)

19店舗雑貨・書籍等

36店舗衣料品

ラザウォーク甲斐双葉の店舗

平成22年4月現在

竜王拡幅周辺の定住人口の変化

甲府市は最近10年間で定住人
口が減少傾向にあるのに対し、
周辺市町では増加

（資料：H7、H12、H17国勢調査を元に作成) 7
ラザウォーク甲斐双葉

国道20号からラザウォーク
甲斐双葉を望む

至韮崎市

至甲府市

ラザウォーク甲斐双葉

撮影：H22.4
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４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

・平成21年3月に、竜王立体～赤坂台総合公園入口交差点間（Ｌ＝約1.7km）、新田畑交差
点～韮崎市栄２丁目間（L=約1.0km）が４車線化

・部分供用後の竜王拡幅区間の損失時間は全国平均の約3.7倍
（竜王拡幅区間：75.0千人時間/年・km、全国平均20.3千人時間/年・km）

・部分供用区間の渋滞が緩和された一方、未供用区間付近の渋滞が課題となっている

（４）部分供用による整備効果
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拡幅前の様子

拡幅後の様子

部分供用後の損失時間(H21)

←写真

全 国 平 均：20.3千人時間/年・km (H18)
竜王拡幅区間：75.0千人時間/年・km (H21)

※破線は全線未供用時(H16)の状況

渋滞の程度

少ない

激しい

グラフが高いほど、渋滞が激しい箇所を表す。

～ 50千人時間/年・km
50 ～ 100千人時間/年・km

100 ～ 150千人時間/年・km
150 ～ 千人時間/年・km

【損失時間】渋滞の程度

少ない

激しい

グラフが高いほど、渋滞が激しい箇所を表す。

～ 50千人時間/年・km
50 ～ 100千人時間/年・km

100 ～ 150千人時間/年・km
150 ～ 千人時間/年・km

【損失時間】



■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成22年度
・供用開始年次 ：平成26年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ：28,700～38,400（台/日）
・事業費 :210億円
・費用便益比（B/C） ：１.7

５．費用対効果（計算条件）５．費用対効果（計算条件）

〔参考：前回評価(H17)〕

：平成17年度
：平成21年度
：供用後40年間
：平成11年度道路交通センサス
：平成42年度
：35,400（台/日）
：210億円
：2.5
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■事業全体■事業全体

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

基準年：平成２２年度

便益便益((ＢＢ))
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
３７１億円 ３３億円 ２２億円 ４２５億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

１．７
２３８億円 １１億円 ２５０億円

■残事業■残事業

便益便益((ＢＢ))
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
８６億円 ５．７億円 ３．４億円 ９５億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

５．４
１５億円 ２．８億円 １７億円

５．費用対効果５．費用対効果
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６ ．事業進捗の見込みの視点６ ．事業進捗の見込みの視点

•平成２２年度に、部分供用を予定（韮崎市栄二丁目～韮崎市栄一丁目：約0.8km）
•用地の取得は約94％完了（平成２２年８月末現在、面積ベース）と前回再評価時（平成１７
年度）の約72％から約２割の進捗となっている
•なお、用地残件は、２件であり今後も任意による取得を努めていく
•今後も、用地買収・工事を実施し、早期の全線完成供用を目指す

○暫定供用・未供用区間に係る工程表

２
工
区

甲斐市下今井～
韮崎市栄一丁目

（L=3.3km）

H23～

甲斐市竜王～
甲斐市下今井
（L=1.7km）

甲斐市竜王
（L=1.7km）

供用予定

（L=0.8km）

一部供用

（L=1.0km）

一部供用

（L=1.5km）
工事

工事

供用工事

45%

95%

H17

部
分
供
用

H16

用
地
着
手

H15

88％

H22

部
分
供
用

H21

100％

H20

部
分
供
用

H19H14

工
事
着
手

…H8

事
業
化

用地

用地

1
工
区

年度 H18H11…

用
地
着
手

工
事
着
手
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※①１工区の中心市街地に近い甲府方面側（甲斐市竜王）の拡幅、②２工区の甲西道路(H17.9部分供用)と
の接続箇所付近の拡幅について、先行して実施



７．今後の対応方針（原案）７．今後の対応方針（原案）

（２）事業進捗の見込みの視点

・平成２２年度に、部分供用を予定（韮崎市栄二丁目～韮崎市栄一丁目：約0.8km）
・用地の取得は約９４％完了（平成２２年８月末現在、面積ベース）と平成１７年度の約72％から約２割の

進捗となっている。用地残件は、２件であり今後も任意による取得を努めていく。
・今後も、用地買収・工事を実施し、早期の全線完成供用を目指す。

（１）事業の必要性等に関する視点

・ 全線未供用時の竜王拡幅区間の損失時間は全国平均の約3.9倍（竜王拡幅区間：78.9千人時間/年・km、

全国平均20.3千人時間/年・km）

・ 死傷事故率は、61.7件/億台・kmと、全国平均 (102.6件/億台・km)より低いが、局所的に高い区間が存在

・ 部分供用区間の渋滞が緩和された(損失時間：全国平均の約3.9倍から約3.7倍に減少)が、未供用区間付近の

渋滞が課題となっている。

・事業継続

・残区間における必要性、重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である

（４）対応方針（原案）

（３）都道府県・政令市からの意見
・山梨県知事の意見

一般国道２０号は山梨県を東西に横断する重要な幹線道路であり、竜王拡幅は、甲斐市から韮崎市に
かけての慢性的な交通渋滞の緩和や交通安全の確保が図られ、周辺地域とのネットワーク強化に寄与
することから、早期完成をお願いします。
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